
 

 

 

  

 セミの大合唱から、秋の虫が奏でる豊かな音色に変わる時期になりました

ね。皆様、夏休みはいかがお過ごしでしたでしょうか？私達は、１学期の子

ども達の様子を振り返りながらも、夏休み明けにちょっぴり大きくなった子

ども達に会えるのを楽しみにしていました。 

 いよいよ２学期！今月は、夏から秋にかけての自然の移り変わりを身体い

っぱいに感じられるような活動をしていきたいと思います。お家でも、鈴虫

やコオロギなどの音を聞きながら、秋の訪れを楽しんでみてください♪ 

 

 

 

 

 

 

ぽっぽ組クラス通信 

担任 U・S Y・O       

９月号 

今月の主な遊び・活動 

・大好きな絵本のお話から、実際に遊びます。 

カブを探しに行こう、いたいのいたいのを飛ばそう等 

・パラバルーンで遊びます。 

 

 

失敗からの、成長☆彡 

ある日、ふと造形コーナーを見ると、壁に可愛らしい絵が描かれていました。 

絵の雰囲気から誰が描いたのか分かったので声をかけてみると、「これは、えっと、こらー！って怒ってんねん。」

とのこと。どうやら“怒った人”を描いたようで、思わず「それは先生がこらーってなるよ。」と笑って答えてしま

いました。「お絵描きはどこにするの？」と聞いてみると、「んーと、えっと、紙。」と答えてくれたので、きっと

“描いてみたくなった”気持ちが先に立ったのだなぁと感じました。小さい頃って、後先を考えずに「やってみた

い！」という気持ちで行動すること、ありますよね。もちろん約束ごとは改めて伝えて、その日は終わりました。 

ところが翌日。給食後に造形コーナーを覗くと、その子が紙に絵を描いていました。色とりどりのクレヨンを使っ

ていたので「きれいな色だね。」と声をかけると、昨日のことを思い出して「今日は紙に描いているね！」と伝え

ました。その子は「うん。」と答え、昨日描いた壁をじっと眺めてから「これ、どうやって貼るん？」と言い、自分

の描いた絵を壁に貼り始めたのです。その姿を見た瞬間、「あぁ、本当はこうしたかったんだ！」と気づきました。

昨日の経験をふまえて、「どうしたら出来るのか」を自分で考えて行動していたのです。その姿に、胸がいっぱい

になりました。子ども達は、こうして日々いろんなことを経験し、学び、成長しています。その力の大きさを改め

て感じた出来事でした。 

 

親子イベントありがとうございました！ 

７月に開催した親子イベントには、雨の中に

もかかわらずご参加いただき、ありがとうご

ざいました。参加されてみて、いかがでした

でしょうか？私達は、子どもが普段通りの姿

で過ごしている様子に、本当に驚かされまし

た。同時に、日頃なかなか見られない子ども

達の姿を保護者の皆様に、ご覧いただけたこ

とで、少しでも安心していただけていたら幸

いです。子ども達は、お家の人との泡スライ

ム作りを本当に楽しんでいるようでした！

１０月末の親子遠足も、どうぞ楽しみにして

いてください。 

～今月のぽっぽ組在籍数～ 

A グループ（おひさま）：１１名 

B グループ（おやま）：７名   計１８名 

 

ぽっぽといっしょ 

絵本が大好きなぽっぽ組♪ 

ぽっぽ組の子ども達は、絵本が大好きです。円形のラグに集まり、

みんなで１冊の絵本を囲んで読むこともしばしば。ある時には、

子ども達自身が数人の友達に絵本を読んであげている姿も見ら

れます。もちろん、まだ平仮名が読めるわけではありません。け

れども、私たち保育者が読んだ内容をよく覚えていて、そのまね

をしながら読んでいるのです。その読み方がとても上手で、「ノン

タンのいたいのとんでけ～」や「なんでやねん」「す～べりだい」

といった本でも、抑揚や思いを込めて表現しており、まるで本当

に読んでいるかのよう。 

友達と顔を見合わせながら、声を合わせて絵本を読む姿はとても

微笑ましく、物語の世界を分かち合いながら楽しんでいることが

伝わってきます。絵本を通して、「一緒にいるって楽しい」「お話

っておもしろい」という気持ちが子ども達の中に大きく広がって

いるように感じられます。 


